
 

 

 

 

 

 

 

防災情報取得の大切さ 
校長 酒井 浩明 

暦の上では秋分も過ぎ、肌寒さを感じる朝も

あり、秋の深まりを実感しています。 

さて、現在も報道されているように千葉県に

大きな爪痕を残した台風１５号は、田奈小学校

の保護者一人ひとりに、地域の防災情報を知っ

ていただくとともに、さらに防災情報の取得に

も慣れていただく必要性を感じさせてくれまし

た。 

小学校への登下校の安全は、保護者と地域、

地方公共団体（警察や区役所等）が守るという

原則と、家庭の立地条件に合わせて、日常から

保護者一人ひとりが必要な情報を直接取得し、

適切な判断をすることが重要であると考えてい

ます。 

そこで、４月に配付した「緊急時等の対応」

に記載しているように、登校前の朝７時の時点

で学校が「臨時休業」であるか否かのメール配

信をしていません。 

今回の台風では、７時過ぎに１５件程度の電

話での問い合わせがありました。中には、よく

調べられて「陸上は『注意報』になっているが、

海上は『警報』になっているが、どちらを見た

らいいのか？」というものもありましたが、多

くは、「休校でしょうか？」というものでした。 

また、地区校外委員さんに問い合わせをされ

た方もいたようです。 

改めて、「緊急時等の対応」【第２版】を配

付しますので、詳細をご覧いただくとともに、

田奈小学校のホームページの「災害時の対応」

に、防災関連情報の取得先情報を掲載しました

のでご確認ください。 

 

９月中旬、本校の

栄養士から、昨年度

の給食の喫食状況に

ついて、うれしい報

告がありました。 

 本校の児童たち

は、どの項目におい

ても、青葉区小学校

の平均と比べ給食を残す割合が小さいというこ

とです。 

・野菜類での差 －２．９ポイント 

・藻類での差  －２．４ポイント 

・豆類での差  －２．２ポイント 

・肉類での差  －１．１ポイント 

学校での給食指導だけでなく、各家庭での保

護者のご協力とともに、特に野菜類は、本校で

行っている農業体験に関する学習（野菜栽培や

稲作、梨園の見学、食体験）や、地場産野菜を

取り入れた給食を子ども達へ周知している効果

もあるのではないかと思っています。 

今年度は、９月４日に３年生が見学に行って

いる土志田さんの「浜なし」が給食に提供され

ていました。さらに、９月には小松菜と冬瓜（と

うがん）。１０月には、小松菜とサツマイモ、

里芋で、地場産野菜が給食に使われる予定です。 
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みのたなくん http ://www.edu .c ity .yokohama . lg . jp/school/es/tana/ 

～豊かで調和のとれた子の育成～  

たくましく生きる人  なかよく生きる人  

夏季休業中から、学校ホーム 

ページを改装し、少しずつ掲載 

情報を増やしています。 

 スマホでは、右 QRコードか 

ら、ホームページに入ることが 

できます。 

＜稲刈前の田奈っ子水田＞ 


